
織田小学校の現状と課題



１ 学校概要①

•平成７年 新校舎建築完成（劔神社西より移転：現文化歴史館）
•築２４年
•普通､多目的教室６、特別教室８、ランチルーム



１ 学校概要② 児童数の推移
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明治25(1892)年 劔神社境内内護摩堂校舎を
織田尋常小学校と称する（織田小学校の創立）

S33:織田町立織田小学校校舎落成（旧校舎）

H3:創立１００周年式典挙行

H7:新校舎落成（現校舎）

H１7:町村合併 越前町立織田小学校
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１ 学校概要③令和２年度児童・教職員数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

男 １１
(1)

１３
(3)

１０ ９ １０ 1４
(1)

６７
(5)

女 １１ ６ ９ １３ １５ １３ ６７

計 ２２
(1)

１９
(3)

１９ ２２ ２５ ２７
(1)

１３４
(5)

教職員数

教員 １２

講師 ２

事務職 １

支援員 ２

看護師 １

用務員 １

計 １９

※（ ）は､特別支援学級（ひまわり、こすもす）の人数



２ 目標 ①心を育む ～思いやる子～

・つながりを深める
縦割り遊び
協力する活動

・自治意識の育成
ルール、モラルの遵守意識の向上
しっかり考えて行動



②学びを育む ～高めあう子～

・みんなで学び合う
学び合う場の設定
グループでの課題解決

・めあてをもって
取り組む
今の学習のゴールを示す
みんなで方向性をもつ



③未来を育む～明るく元気な子～

・心と体を鍛える
年間を通した体力づくり
励まし合い､競い合い

・命を守る
安全について自ら考える
実践で生かす



３ ふるさと学習

・地域に出かける
おたっ子ウォークラリー

・地域を知る 体験活動



４ 地域との連携

・ボランティア先生
さつまいも植え

・地域の先生
織田音頭の講習

・地域の行事に参加
「おたまつり」に参加



５ 教員の指導力向上

•織田地区小中学校で

合同研究会実施

•研修講座の受講



•資源回収

６ ＰＴＡ、保護者との連携

•おたっ子まつり

子どもバザー

e-スポーツ

ケーキ作り

ストラップ作り

•奉仕作業



○織田小学校のメリット

１．教育環境が整っている。

自然、伝統、人材、… 等

２．個々が掌握できる児童数。

１クラス２０人前後 全校でも１３０人弱

３．地域と密着している。
ボランティア先生をはじめ地域の方が協力的



○ 織田小学校の課題

１．環境管理が困難

広い敷地、校舎のメンテナンス・清掃 等

２．個人の固定化

変えたくても（変わりたくても）変えにくい

３．パイプ役が重要
地域とのパイプ役が不可欠 負担が大きい


